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に伴い，2013 年度から公認 A 級コーチジェネラル （以
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梅　﨑　高　行・川　田　尚　弘ⅰ
Psychological problems in Japan national football team observed during 
2014 FIFA World-Cup
UMEZAKI Takayuki and KAWADA Takahiro
Abstract :  Psychological problems in soccer were reviewed from the perspective of the “sport psychology” 
course held in the training seminar for obtaining Official Class A soccer-coaching license recognized by 
the JFA. The Japan national football team was focused. First, problems in the perspective of psychological 
reductionism are described. Next, psychological confusion and psychological skills training are explained with 
the aim of clarifying the contribution of theory on practice. Finally, daily and practical issues in coaching, such 
as counseling communication, burnout, and the psychology of injuries and rehabilitation are discussed. It is 
suggested that ﬁndings of sport psychology referred in this paper are useful for practice. Therefore, a model 
should be constructed inductively by thoroughly examining the available data. It is suggested that this process 


















グループリーグ初戦 （6 月 14 日），コートジボワー





















































































































ものでしかないが，少なくとも 270 分 （グループリー




























































































































































































































この意図は 3 点ある．（1） 最終的にグループリーグ
を通過したのが，日本代表が二戦目で敗れたギリシャ
であった点である．日本代表が振り分けられたグルー
プ C は，3 勝したコロンビア以外，星の潰し合いの様
相であった．ギリシャに対して日本代表が，勝ち点を



















チに下がり，その 3 分後にはカツラニス選手が 2 枚目
の警告で退場しました．（略） 
10 人のギリシャは後半に入ってさらに守備を固め















理的スキルトレーニング （psychological skills training： 

















































図 2　心理的サポートと PST の関係











































































図 3　逆 U 字型関係
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すなわち （1） 語りかける言葉がポジティブ （肯定的，
積極的） であること，（2） 否定文 （たとえば 「負けな
い」） でなく，肯定文 （たとえば 「勝つ」） であること，
（3） 未来に向けた命令形 （たとえば 「強くなれ」） では
なく，現在形 （たとえば 「私は強い」） であること，な























































































































耗」 を指して，バーンアウト （burnout） と呼ぶ （Dale 

























田，2000），かつて Seligman & Maier （1967） が提唱し

























代表 HP は，W 杯本番前の壮行試合キプロス戦の様
子を以下のように伝えている．


























が見られる．Chan & Grossman （1988） はケガをした
選手の特徴について，緊張，抑うつ，怒り，混乱など
の気分を強く経験し，活気が低いを挙げている．また









そのリハビリ過程は，Wiese-Bjornstal, Smith, Morrey 
（1998） の包括的モデルによって理解することができる 










































関連して Petitpas & Danish （1995） は，ケガに対する
選手の心理的調整の思わしくないサインをリストアッ
プしている （表 9）．すなわち，（あ） 怒り，抑うつ，混乱，
無関心，（い） 復帰への強迫観念，（う） 非現実的な回
復物語，（え） 誇張や自慢話，（お） くどくどとした不
満，（か） 罪悪感，（き） 人から離れる，（く） 気分の不
安定性などである．情緒的反応の具体的評価として，
こうした様子を手掛かりにすることもできる．











法としては，Petitpas & Danish （1995） が①リラクセー
ション，②イメージトレーニング，③目標 （リハビリ
テーション目標） 設定，④認知的技法 （セルフトーク） 
に加え，⑤教育 （ケガとリハビリに関する情報収集と






Heil （1993） は，③ -1前向きな言葉を用いる，③ -2観察・
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頭として，A 級，B 級，C 級，D 級，キッズリーダーと体
系化されている．
ⅲ講義は 2014 年 7 月 2 日に実施された．
ⅳスポーツ心理学担当講師：杉山佳生氏 （九州大学），北村勝
朗氏 （東北大学），中山雅雄氏 （筑波大学） によって執筆さ
れ，（公財） 日本サッカー協会技術委員会が監修している．
未公刊．
ⅴ  （一社） 兵庫県サッカー協会技術委員会の主管による．
2013 年 3 月 16 日開催．
ⅵ （公財） 日本サッカー協会では，選手登録に際し，1 種 （一



















ⅹ目標設定の原則 （4） 結果 （パフォーマンス） に対する目標 
とは意味が異なるので留意されたい．








ⅹⅳ Number （文藝春秋社） からの出典．記録が残っておらず，
第一著者の記憶に基づく記述であることを断っておく．
ⅹⅴ学習性無力感とは，度重なる統制不全経験の結果，課題に
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